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■Check Point

・生産者、顧客企業だけでなく消費者も間接的にサポート
・足元の売上状況は想定以上、通期売上高は計画上振れも
・新規事業に関しては各方面より様々なオファー

外食・中食業界向けにカット野菜、ホール野菜を卸す、いわゆる「業務用
の八百屋」で国内最大手。「抗酸化力」等野菜の機能性に着目した研究開発
を行い、顧客にメニュー提案を行う付加価値創造型企業でもある。

同社は2013年7月、東京に最新鋭工場となる東京第二FSセンターを稼働さ
せた。同センターは国内でも先進的な取組みとなるスーパーコールドチェー
ン（1～4℃帯での完全温度管理）を実現した工場で、生産ラインの自動化も
進めながら、鮮度保持の大幅強化を実現している。顧客からの評価も高く、
同社の想定を上回るペースで受注が拡大している状況だ。

2014年3月期の第2四半期（4-9月）累計連結業績は、新センター稼働に伴
う立ち上げ負担増によって、営業利益で前年同期比19.3%減と減益となった
ものの、期初計画比では売上高、利益とも上回り順調に推移したと言える。
通期業績に関しても、好調な受注を背景に売上高は期初計画を上回る公算が
大きい。先進的な物流機能や野菜の機能性に着目したメニュー提案力等、外
食業界を中心に同社への評価は年々高まっており、今後も業績は拡大基調が
続く見通しだ。

安倍政権下で進める農業成長戦略も、同社にとっては追い風となる。農業
経営の大規模化進展によって、物流分野でも大手企業の寡占化が進む可能性
があるためだ。また、競争力の高い農産物をアピールするツールとして、同
社の野菜評価基準「デリカスコア」が注目を浴びる可能性もある。「デリカ
スコア」とは野菜の健康診断書のようなもので、機能性（抗酸化力）や鮮度
等を計測し、数値化したもの。従来は「外見」が重要視されてきた野菜も、
今後は「中身」もより重要視される時代が到来する。国民の健康増進によっ
て医療費抑制を進める国の政策に対して、間接的にサポートする役割を果た
すことにもつながり、同社の活躍余地は今後一段と高まっていくことが予想
される。

企業調査レポート
執筆　客員アナリスト
佐藤　譲

■農業成長戦略も追い風に一段の活躍余地
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■事業概要

（1）事業内容と特徴

同社の事業は、契約農家や市場等から仕入れた野菜を顧客の要望に合わせ
て加工し配送するカット野菜事業と、仕入れた野菜をそのまま配送するホー
ル野菜事業、その他事業に分けられる。その他事業には日配品（卵、豆腐、
冷凍食品等）の販売、業務委託、コンサルティング業務が含まれている。業
務委託とは、同社が現在物流拠点を有していない北海道、東北の一部エリ
ア、中国・四国地域等において協力企業に配送を委託しており、その部分に
かかる売上となる。コンサルティング業務とは子会社のデザイナーフーズが
外食企業等に対して行っているメニュー提案等のコンサルティングや食品の
栄養成分に関する受託分析サービスのことである。

顧客企業が繁盛するためのコンサルティング業務も行う

直近5年間の部門別売上高推移で見ると、構成比率はホール野菜が55%、
カット野菜が32%、その他が13%と、その比率はほぼ一定で推移している。部
門別の収益性に関しては、顧客ごと、発注量ごとに販売単価も変わってくる
ため、特に偏りはない。

※会社HPより引用、修正

配送地域と業務委託先
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■事業概要

部 門 別 売 上 高 の 推 移

業態別売上構成比では、2014年3月期の第2四半期累計実績でファミリーレ
ストランが56.5%と最も高く、次いでファーストフード13.6%、居酒屋10.3%と
いった順で、外食産業向けが全体の85.0%、中食産業向けが15.0%といった構成
になっている。主な顧客としてはモスバーガー（モスフードサービス
<8153>）、日本ケンタッキー・フライド・チキン<9873>、SUBWAY、デニー
ズ（セブン&アイ・ホールディングス<3382≥）、ロイヤルホスト（ロイヤル
ホールディングス<8179>）、すかいらーく、ワタミ<7522>、庄屋、サークル
Kサンクスベンダー、セブンイレブンベンダー、オリジン弁当等がある。配送
先は全国で約10,000店舗程度あり、青果物専業の流通企業としては業界で最
大規模となっている。

業 態 別 売 上 構 成 比 の 推 移
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（2）野菜の市場規模と同社の強み

同社が対象とする外食産業、中食産業向け野菜の市場規模に関しては、具
体的な統計データはないものの、年間で1.5～2兆円の規模と推定される。こ
のため業界最大手と言われている同社においても、その市場シェアは1%強の
水準にとどまることになる。これは地域ごとに零細企業が多数あるためで、
同社のように全国展開している企業はまだ少ないことが背景にある。

ただ、今後は青果物流通業界においても他の業界と同じく寡占化の動きが
進む可能性が高く、そのなかで同社が市場シェアを拡大する余地は大きいと
弊社ではみている。競争が激しい外食業界においては、他社との差別化戦略
の1つとして、栄養価の高い野菜を活かしたメニュー作りを強化してきてお
り、同社のメニュー提案力が活きる市場環境になっていることが背景にあ
る。また、日本の農業成長戦略において、今後農家の大規模経営化が進んで
いく方向にあるなかで、取引先となる物流業者も大規模企業への依存が増し
てくることが予想されるためだ。

また、同社は顧客のニーズに合致した最適な野菜を全国に構築した契約農
家等から調達し、供給する物流システムを作り上げていることも強みと言え
よう。しばしば、外食企業が農家と直接契約して食材を仕入れるという
ニュースを目にするが、こういう場合も、同社が黒子役となって物流面でそ
の役割を担っているケースが多い。ちなみに、同社が仕入れる野菜のうち、
契約農家からの直接仕入れ率は60%と半分以上の水準となっている。

青果物の機能性に早くから着目して膨大なデータを蓄積し、顧客企業に対
して「青果物を卸す」だけでなく、「付加価値の高いメニューの提案」も同
時にできること、また、生産者側にとってみれば、安定した供給先を確保し
てくれるだけでなく、収穫した作物の出来栄えを客観的に分析・評価してく
れる役割を同社は果たしていることになる。このため、同社は顧客企業だけ
でなく生産者側にとってもなくてはならない重要なパートナーになってきて
いると言える。さらに付け加えれば、顧客企業の先にいる一般消費者（＝国
民）の健康増進を間接的にサポートしていることにもなる。超高齢化社会の
到来を控え、「健康増進」に対する意識が高まるなかで同社の果たす役割は
大きく、社会的貢献度の高い企業として評価されよう。

生産者、顧客企業だけでなく消費者も間接的にサポート

■事業概要

デリカフーズグループの強み

同社事業の特徴は、カット野菜の生産で国内最大手企業ということだけで
なく、外食産業等顧客企業が繁盛するためのコンサルティング業務（メ
ニュー提案）も同時に行っていることが挙げられる。コンサルティングに関
しては、同社が長年取り組んできた野菜の機能性等栄養価に関する分析デー
タや研究開発の蓄積がベースとなっており、同業他社ではまねのできない強
みとなっている。同社では野菜に含まれる栄養成分を「抗酸化力」「免疫
力」「解毒力」等に大きく分類し、それぞれを数値化することによって、野
菜の栄養に関する評価基準を作り上げてきた。野菜を「外見」ではなく「中
身」で評価することを可能としたものとして注目されている。

・大都市部での強固な地盤 ・業界TOPの研究開発部門

・365日体制のチルド配送網 ・野菜の成分分析に関する豊富なデータ蓄積

・カット野菜の製造技術ノウハウ ・抗酸化分野でのパイオニア

・全国に網羅する契約産地（調達率は60%強） ・顧客への提案力

・グループ間のバックアップ体制
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同社は2013年7月に東京・足立区に東京第二FSセンターを竣工、稼働を開始
した。総投資額は1,800百万円（土地600百万円、建物1,000百万円、機械装置
200百万円）となる。同センターは2010年6月に開設した東京FSセンターの隣
接地に建てられたもので、年間の生産能力は約4,000百万円の規模となり、既
にフル稼働状態となっている東京FSセンターと合わせれば年間約10,000百万
円の能力が整うことになる。また、同センターの稼働により、生産能力は約
17%増強される。同社では2年後に100%稼働を目標としているが、足元の状況
は極めて順調で、繁忙期にあたる年末年始の稼働率は70%超となる見通しで、
フル稼働時期は前倒しされそうな勢いだ。

ちなみに、FSセンターのFSは、「新鮮（Fresh）な食材を、新鮮なままより
早く（Speedy）顧客に届ける」というスローガンのなかのFreshとSpeedyの頭
文字2つを組み合わせて名付けられたものである。

東京第二FSセンターの稼働で生産能力は約17%増強

■事業概要

※会社HPより引用

デリカフーズグループの強み

■東京第二FSセンターについて
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■業績動向

（1）2014年3月期の第2四半期累計業績

11月11日付で発表された2014年3月期の第2四半期（4-9月期）累計連結業

績は、売上高が前年同期比5.9%増の13,050百万円、営業利益が同19.3%減の313

百万円、経常利益が同18.5%減の308百万円、四半期純利益が同22.3%減の178

百万円であった。

2Qは費用増で減益も期初計画を上回り順調に推移

東京第二FSセンターの強化機能

また、野菜の熟度コントロールを追求するため、トマト等の熟度管理が必
要な野菜に対して新たに加温室を用意した。野菜残渣の完全リサイクルにつ
いては、2014年3月期中に実現する予定だ。東京第二FSセンター稼働に伴い、
併設するリサイクルセンターで一部稼働を開始している。FSセンターから排
出される野菜残渣を、リサイクルセンターで完全堆肥化し、堆肥については
契約農家に供給していく予定となっている。従来は年間で40百万円近いゴミ
処理費用がかかっていたが、完全リサイクル化によって30%程度のコスト削減
が見込まれている。災害時のバックアップ体制についても東日本大震災の経
験を踏まえ、太陽光発電、蓄電池、発電機と揃え、完全バックアップ体制を
構築している。

東京第二FSセンターで機能強化された主な点は表の通りで、なかでもセン
ター入庫から出庫までを徹底した温度管理（全工程1～4℃）でスーパーコー
ルドチェーン化したことが注目されよう。FSセンターでは5℃管理による完全
コールドチェーン化を実現したが、今回はさらに一歩進化した格好となる。
スーパーコールドチェーンは米国で普及し始めた最新の流通管理手法のこと
で、生鮮食品の鮮度をより長く保たせるための管理手法となる。国内では同
社が初めてスーパーコールドチェーン化を実現したことになる。これだけで
も鮮度の保持期間は伸びるが、同社ではさらに異物除去機能を強化した自動
化ラインの導入で、カット野菜の菌数制御を大幅に向上し、一段の鮮度保持
を実現し、カット野菜製造後の菌数の繁殖度合いを大幅に低減することに成
功している。同社は、食品衛生試験の結果に基づいて、東京第二FSセンター
で製造したカット野菜の賞味期限を従来から2倍に延長し、製造後4日とし
た。顧客企業にとって賞味期限が長くなることによるメリットは大きく、同
センターにおける受注が想定以上に好調に推移している要因となっている。

■東京第二FSセンターに
　ついて

1 徹底した温度管理（全行程1～4℃管理）
2 自動化ラインの導入による安定生産の実現
3 カット野菜の菌数制御を大幅向上
4 ISO22000（食品安全マネジメントシステム）取得
5 野菜の鮮度維持及び熟度コントロールを追求
6 流通の効率化を増強
7 野菜残渣の完全リサイクル化
8 災害時の電力バックアップ体制
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増収にも関わらず減益となったのは、前述した東京第二FSセンターの稼働
に伴う減価償却費（38百万円）や人件費、消耗品費の増加が主因となってい
る。だた、期初計画比では売上高、利益ともに上回り順調に推移したと言え
よう。なお、四半期純利益の増額幅が経常利益よりも大きくなっているの
は、特別損失として予定していた設備除却損が発生しなかったことによる。
当初の計画では加熱野菜事業を終了する予定であったが、顧客からの強い要
望により継続することになったのが要因だ。

■業績動向

第 2 四 半 期 の 部 門 別 売 上 高 の 推 移

2014年3月期第2四半期累計の連結業績

部門別の売上高を見ると、ホール野菜やその他部門が前年同期比微増にと
どまるなかで、カット野菜が前年同期比15.9%増の4,507百万円と好調に推移し
たのが目立った。FSセンターに加えて、東京第二FSセンターの稼働がプラス
要因になったとみられる。また、新規顧客として大手のファーストフード企
業やファミリーレストラン等を開拓した効果も大きかった。これら新規顧客
の当初の納入シェアは10%程度だが、1～2年かけて納入シェアを40%程度まで
引き上げていきたい考えで、今後も売上増に貢献してくるものと思われる。

（単位：百万円）

実績 対売上比 期初計画 実績 対売上比 前年比 計画比
売上高 12,317 - 12,500 13,050 - 5.9% 4.4%
売上原価 9,259 75.2% - 9,866 75.6% 6.6% -
販管費 2,669 21.7% - 2,870 22.0% 7.5% -
営業利益 388 3.2% 285 313 2.4% -19.3% 10.1%
経常利益 378 3.1% 281 308 2.4% -18.5% 9.9%
四半期純利益 230 1.9% 131 178 1.4% -22.3% 36.5%
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■業績動向

（2）2014年3月期の業績見通し

2014年3月期通期の業績見通しは、売上高が前期比3.2%増の25,000百万円、
営業利益が同5.3%減の641百万円、経常利益が同5.1%減の630百万円、当期純
利益が同17.3%減の340百万円と会社計画を据え置いている。青果物の生産・
収穫に影響を及ぼす天候等が不透明なためだ。

とはいえ、第2四半期までの通期計画に対する進捗率は、売上高で52.2%、
営業利益で48.9%となっており、過去4期間の平均（売上高49.5%、営業利益
47.3%）を上回って推移している。足元の売上状況に関しても東京第二FSセン
ターの稼働効果により、想定以上のペースで推移しており、少なくとも売上
高に関しては会社計画を上回る公算が大きいと言える。一方、営業利益に関
しては、今後の野菜価格の状況にも左右される。足元では夏の猛暑、台風等
が影響して、全般的に品薄状態にあり、市況は上昇気味となっているが、今
後も価格の高騰が続く状況にならない限りは、会社計画を達成できる見通し
だ。

同社の主要顧客となる外食業界は居酒屋の低迷が続いており、全体では前
年並みの水準で推移しているが、顧客構成比で5割強を占めるファミリーレス
トランに関しては1ケタ台前半の伸びが続いている。今後は、企業業績の回復
や雇用所得の増加によって、外食業界全般が上向いてくる可能性もあり、同
社にとっては追い風となろう。

足元の売上状況は想定以上、通期売上高は計画上振れも

野 菜 卸 売 価 格 の 推 移

出所：東京都中央卸売市場、価格は第一週目の相対価格中値。
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■業績動向

外 食 産 業 月 次 売 上 高 伸 び 率

出所：日本フードサービス協会

（1）2つのフェーズで構成される5ヶ年中期経営計画

同社が描く5ヶ年中期経営計画は大きく2つのフェーズで構成されている。第
1フェーズは2012年4月から2015年3月までの3年間で、事業構造の強化と成長基
盤の構築がその目標となる。連結売上高で27,000百万円、連結経常利益で750
百万円規模の成長を狙う。現状のペースでいけば、売上高に関しては上回る
ペースで推移しており、経常利益に関しても野菜価格の高騰等がなければ達成
は十分射程圏内と言える。

　第2フェーズは2015年4月から2017年3月の2年間で、「次世代型の青果物流通
業」「農業と健康を繋ぐ創造企業」として成長戦略を推進していく計画で、
M&Aを含む国内事業エリアの拡大、海外展開、新規事業及び新規マーケットへ
の参入を進め、業績を更なる成長ステージに引き上げていく方針だ。経営目標
値としては2017年3月期で売上高35,000百万円、経常利益1,050百万円を掲げて
いる。

■中期計画

売上高は中計第1フェーズの計画を上回るペースで推移
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（2）成長ステージに向け着々とプロジェクトは進行中

第2フェーズで掲げる3テーマのうち、新規事業及び新規マーケットへの参入
に関しては、各方面より様々なオファーが届いている。食材流通の大手企業か
らは、同社のカット野菜の製造ノウハウ、鮮度を保つ管理ノウハウ等が評価さ
れ、テナント入りの要請を受けている。また、ショッピングセンターに隣接す
る形で、カット野菜の工場併設の要請も多数寄せられているようである。その
ほかにも生活協同組合や食材の宅配専門業者等からは、カット野菜のみの提供
ではなく、カット野菜に肉とタレを付け加えたキット商品としての納入要請も
きている。2013年12月からは特定顧客向けにキット商品の製造販売をスタート
している。同社のカット野菜製造技術や鮮度を保持するための管理ノウハウ、
また物流機能の評価は高く、今後も同様の新規案件が増加していくものと予想
される。

こうした新規事業も含めて事業を拡大していくにあたっては、FSセンターの
更なる増設が必要となってくる。既に、同社では2014年以降の新工場建設スケ
ジュールを発表済で、2014年には中京圏、2015年に関西圏で新工場を稼働する
計画となっている。また、今回は新たに関東圏でも、2016年を目途に新工場の
建設を開始する方針を示した。いずれの工場も生産能力は年間2,000百万円規模
となる見通しだ。現状の東京第二FSセンターの引き合い状況を考えると、各工
場とも順調に立ち上がっていくものと予想される。なお、こうした工場の新設
によって減価償却費や人件費等固定費の上昇が見込まれるが、東京第二FSセン
ター等の収益拡大によって吸収は可能とみている。

一方、事業エリアの拡大に関しては、2014年4月に仙台に事業所を開設する
予定となっている。東北エリアでの協力会社が新工場を建設しており、同敷地
内に事業所を構える格好となる。今後も国内では空白エリアで事業所を開設し
ていく予定としており、2013年現在の9拠点を2017年には14拠点まで拡大して
いく計画となっている。また、海外拠点に関しても2017年に2ヶ国ほど進出す
る予定で、中国、タイ、台湾が候補地として挙がっている。同社では、これら
事業エリアの拡大によって3,000百万円程度の増収効果を見込んでいる。

東京第二FSセンターを含めた新工場で10,000百万円、その他事業エリアの拡
大で3,000百万の売上増を見込んでいる計算となる。2013年3月期の売上高が
24,224百万円だったことから、2017年3月期の経営目標値を達成する可能性は
十分あると言えよう。

新規事業に関しては各方面より様々なオファー

事業所一覧

事業所名

東京デリカフーズ　　本社（FSセンター） カット野菜工場 物流センター

　　　　　　　　　　第2FSセンター カット野菜工場 物流センター

　　　　　　　　　　横浜工場 カット野菜工場 物流センター

　　　　　　　　　　九州事業所 物流センター

　　　　　　　　　　大田センター 物流センター
　　　　　　　　　　保木間センター 物流センター
名古屋デリカフーズ　本社（子宝工場） カット野菜工場 物流センター
　　　　　　　　　　かの里工場 新商品開発
大阪デリカフーズ　　本社（茨木工場） カット野菜工場 物流センター
　　　　　　　　　　兵庫工場 カット野菜工場 物流センター
メディカル青果物研究所　福島工場 カット野菜工場
デザイナーフーズ

機能

研究所

■中期計画
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（3）農業成長戦略が追い風に

また、現政権下において日本再興戦略の主要テーマの1つとして農業成長戦
略を掲げていることも、同社にとっては追い風となる。12月10日に政府によ
り発表された「農林水産業・地域の活力創造プラン」のなかでは、学校給食
用での国産農林水産物の使用割合引上げや加工・業務用野菜の出荷量拡大等
の目標が示され、そのための施策として、規制緩和等成長を促進していく政
策に前向きに取り組んでいくことが示された。

そのなかで、付加価値の高い農林水産物の需要拡大のため、科学的根拠を
もとに機能性を表示できる新たな方策の検討に取り組んでいくことが明示さ
れている。同社が今まで取り組んできた野菜の機能性に着目した分析データ
を基にした客観的評価シートである「デリカスコア」（注）が着目される可
能性がある。また、カット野菜や冷凍野菜等の需要が拡大している加工・業
務用野菜について低コスト・省力化生産、流通の改善を図り、産地の構造改
革を推進していくとしており、同分野で業界の先頭を走っている同社が活躍
する余地は大きいと言えよう。

前述したように、業務用野菜における同社の業界シェアは、大手といえど
もまだ1%強を占めるに過ぎない。今後は農業分野でも競争力の向上を進める
ため、農業経営の大規模化が進展する方向にあり、同時に流通企業も大手の
寡占化が始まっていくと予想される。そうしたなかで、農作物の機能性評価
を客観的なデータに基づいて評価し、アドバイスを与えてくれる同社の存在
価値は、今まで以上に高まることは想像に難くなく、中長期的な成長ポテン
シャルは大きいと弊社では考えている。

現政権が掲げている農業成長戦略も追い風に

（注）デリカスコア・・・野
菜の中身（栄養価）を美味し
さ（糖度、香り）や機能性
（抗酸化力、免疫力、解毒
力）、鮮度（各種ビタミン）
等に分類し、過去に蓄積した
データ（10年以上にわたっ
て2万検体以上を調査分析）
を元にスコア化（「デリカス
コア」）して、客観的評価と
して顧客に明示している。ま
た、生産者側に対しても、栽
培した作物の客観的な評価を
「デリカスコア」で知ること
ができ、栽培方法等今後の改
善に役立てている。

「農林水産業・地域の活力創造プラン」の要旨

出所：首相官邸

■中期計画

○ 2020年までに農林水産物・食品の輸出額を1兆円に倍増
○ 学校給食での国産農林水産物の使用割合を2015年度までに80%に向上
○ 今後10年間で加工・業務用野菜の出荷量を5割増加

○ FBI戦略による食文化・食産業のグローバル展開
○ 学校給食、地産地消、食育等を通じた国内需要の増大、新たな国内需要に

対応した農林水産物・食品の生産・開発・普及
○ 国内外の需要の取り込みの前提となる食の安全と消費者の信頼の確保

＜目標＞

＜展開する施策＞
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同社は株主還元策として、配当による成果配分に加えて、2013年9月より新
たに株主優待制度を導入している。配当金に関しては、配当原資確保のために
収益力強化を図りながら、継続的かつ安定的配当を実施していく基本方針とし
ている。当面は設備投資ニーズもあることから、安定配当が継続する可能性が
高い。

一方、株主優待制度では毎年9月末時点の株主名簿に登録されている株主に
対して、同社子会社で展開しているベジマルシェ（機能性に着目した青果物の
販売小売店）より、こだわり野菜等の詰め合わせを贈呈する。株主優待も含め
た単元当たり投資利回りは5%前後の水準となっている。

■株主還元策

こだわり野菜等の詰め合わせを贈呈する優待制度を導入

年 間 配 当 金 の 推 移

※2012年4月に1→200株、2013年4月に1→2株の株式分割を実施。
　配当金は過去に遡及して修正

株主優待制度
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100～500株未満 こだわり野菜詰め合わせ（1,500円相当）

500～1,000株未満 こだわり野菜＆果物詰め合わせ（3,000円相当）

1,000株以上 こだわり野菜＆果物詰め合わせ（6,000円相当）
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連結損益計算書

※2012年4月に1→200株、2013年4月に1→2株の株式分割を実施。
　発行済株式数、1株当たり指標は過去に遡及して修正。

（単位：百万円）
09/3期 10/3期 11/3期 12/3期 13/3期 14/3期予

売上高 19,503 18,515 20,196 23,192 24,224 25,000
（対前年比） 0.4 -5.1 9.1 14.8 4.5 3.2

売上原価 14,414 13,690 15,237 17,537 18,195
（対売上比） 73.9 73.9 75.4 75.6 75.1

販売費及び一般管理費 4,456 4,348 4,698 5,038 5,352
（対売上比） 22.8 23.5 23.3 21.7 22.1

営業利益 632 476 261 616 676 641
（対前年比） -3.4 -24.6 -45.2 135.8 9.8 -5.3
（対売上比） 3.2 2.6 1.3 2.7 2.8 2.6

営業外収益 16 19 20 27 35
　受取利息・配当金 5 4 4 5 6
　その他 11 15 15 22 29
営業外費用 39 42 53 54 48
　支払利息・割引料 38 42 51 52 48
　その他 0 0 1 1 0
経常利益 609 453 227 589 663 630

（対前年比） -6.1 -25.7 -49.7 158.8 12.5 -5.1
（対売上比） 3.1 2.4 1.1 2.5 2.7 2.5

特別利益 18 - 462 - 30
特別損失 32 47 522 78 12
税金等調整前当期純利益 595 406 168 511 682

（対前年比） -8.3 -31.8 -58.6 204.1 33.5
（対売上比） 3.1 2.2 0.8 2.2 2.8

法人税等合計 248 165 83 275 271
当期純利益 346 240 84 235 411 340

（対前年比） -9.0 -30.4 -65.1 179.6 74.7 -17.3
（対売上比） 1.8 1.3 0.4 1.0 1.7 1.4

【主要指標】
設備投資額（百万円） 1,058 351 1,012 347 1,146
減価償却額（百万円） 202 189 268 280 282
研究開発費（百万円） 85 101 92 98 120

発行済株式数(自己株式除く)（千株） 5,858 5,858 5,858 5,858 5,939 5,939
1株当たり当期純利益（円） 57.63 41.13 14.36 40.18 69.99 57.24
1株当たり配当額（円） 12.5 12.5 12.5 10.6 14.0 14.0
1株当たり純資産（円） 663.03 691.67 694.28 723.13 779.54
1株当たりｷｬｯｼｭ・ﾌﾛｰ（円） 93.7 73.6 60.1 88.1 116.8
配当性向（％） 21.7 30.3 87.0 26.5 20.0 24.5
ROE（％） 9.2 6.1 2.1 5.7 9.3
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